Enhanced Nuclear Spin系 Cs2NaRCl6(R=Ho,Tm,Tb)の核磁性の研究 by 増田 由美子






















































































































































































































~~*~~ ~~ ti ~:~{~; ( Is' Ht!i' 
S)O~k 
 1_ ,･L 
d Cs NalF~,Cl Cry5lal'structure ror the compovn 2 6 
~]1 
MetaL c 










~~4 Q? ~~~1 ~~' 
o







Pick Up Coils 








L:~~~~-="~~~='--'-'-'~'-"--1'-"'~f~"~~;;i~ ,~~~~~~~ '~:;.-~i" I {~~~s~~~~1'_~._~=~iiv'_;~ =.~~~'-- -'~'='=~~~"=-'__~ ~_'/z;~ ~.1 _ __ ~ l:vi~'_'=i]~i"-___=_=_L' :':{:~:;; ~ ~~ ~ l~ 













, tT "] 




















i"I: !}: :t: '~ ;]i :f;~;[1"-[ 
f *1'1 ' l 
"* * ~ ~l;1* ~?' 
~]2 
Cs 2 NQ Ho CIS 











Oo 1 2 3 4 5 6 7 
T (mK) 












"- -~ (e'a] ~~ 
cf**') 





 NF FC ･lej 
Synthe9i~:ed 
Signal e,rleralor 
RACAL OANA 9C02 
lc'l) cCV~ 









l ~ ~ ;"~'==~i~-~~ :=~:=1~i~ 
r".-_r_.-_'-_~_~:' ~ ,:::1~~'~~~~~{'~_'__iT=~~~~~:__-___=~--'~'~'~E:--'.-_; ~:~ ~::1' l~ 
h"~a5rlN ~ : ~:;:--__*-T:'_--_~~~~i * !,j'~ . t=;:F~ l. ~:~~ ~~i =*:-~=E~~r-' ' I~; =,"'---_.--=T . ~--~*-~~ ~]" -~~:~:~:-~:~; ~~~-_, 
-.*' 
~ : -i;:1~'---=-~-~ * =='*'= 
~i :j:~~=~ ~i ;.~~7~~=1~-~; 
~~: - ; -S :~.~1[~~'~~1'~~~~:~:~ ~~: *~~F~~~---'-~-~ ~s: .- I = 4if~~ '~ ~   J 
~~'-'* = * :1: *=-'~~~*'~: 
I i- ~; :~,------~il*~__-~~"-'__-~-_~~r::-L"~"i=i 
~~al'S~ _ ~ ' 
'== I'~;]~~~ 
 = ,_~-=~~_ii:;~~-=__..'~=='~_..-:T~li._==:r~__i~E~~~::~･=:TE~: ~ ~ t-,_.----~i~=:: ~{~' _ =--'=_'------*i~I~ 
L_----_'_--1:~~:~~~3='----r~~r'~:'~-i=1; = };~ _ =; ~~,_._:~~~1~~1~~~~=~___~~~~i: 
._---'~~_._._.= . -1j~~'-'-'~~'-~i_'="-'-.___._=-_~j~F~--~I~ ~ ;~i-~  =; ='iF~;~~~S-~ ~ 























F Model L!-572B 
acorder X-Y 




















Cs 2 N CL T b C15 







1 2 3 4 5 
T~~ ( ~~1) 
~]10 
a 
6789 
- ?*7 -
t
 
[
 
'
[
 
,
 
 論文審査の結果の要旨
 核スピン磁気秩序状態は核スピンの磁気モーメントが電子の約1/2000と小さいために核スピ
 ンが超低温領域まで冷えて初めて実現する。最近の超低温技術の発達で原理的には種々の物質
 で核磁気秩序状態の実現が可能である。しかし乍ら試料固有の熱抵抗や技術的にもヒートリー
 ク等の問題で実際にこれまで実現している例は少ない。ましてその秩序状態を種々の測定に
 よって実験的に研究した例は少ない。増田由美子提出の本論文は,超微細相互作用によって誘
 起された電子の磁気モーメントと核スピンが結合して比較的大きな磁気モーメントを持った核
 スピンとして振舞う,いわゆるEnhallced核スピンを示す物質Cs2NaRC16(R=Ho,Tm,Tb)
 において核断熱消磁冷却によって核スピンの秩序状態を実現し,その秩序状態を種々の測定に
 よって研究することを目的としている。その結果,Cs2NaHoC16において約4.8mK以下で反強
 磁性的秩序状態を実現した。その秩序状態について交流帯磁率,熱測定,帯磁率の異方性測定
 等を行い転移温度の決定や反強磁性のスピン構造に関する考察を行っている。
 又,スピン間に双極子相互作用のみが働いているとした時の理論的計算結果との比較検討も
 行っている。一方相互作用の大きさを実験的に決定する試みとして反強磁性共鳴実験を行った。
 Ellhanced核スピン系の物質では核磁気モーメントが増大されている為に共鳴周波数が
 100～数100MHzと大変扱いにくい領域になること,又,秩序状態を示す温度が低いために核断
 熱消磁冷却後の測定をしなければならないこと等の為に,これまで反強磁性に限らず秩序状態
 を示す核スピンのNMR測定に成功した例はない。本論文では測定装置に種々の工夫と細心の
 注意を払い,又装置の基礎データを積み重ねた後で反強磁性共鳴の測定に成功している。測定
 精度という点で未だ充分とは言えないが相互作用の大きさについて或る程度の知見を得てお
 り,今後のこの種の実験の道を拓いたと言えよう。このように核スピンの秩序状態の研究とい
 う困難な研究テーマで創意工夫と地道な努力によって成果を挙げた事は,今後の研究活動を独
 力で行うのに充分な研究能力と学識がある事を示しているものと思われる。よって増田由美子
 提出の本論文を理学博士の学位論文として合格と認める。
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